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 単離した DsRed 陽性ヒトミトコンドリアを GFP 陽性ラット H9C2 細胞と 24 時間共培
養すると、GFP 陽性細胞内に DsRed 陽性ミトコンドリアが出現した。これらの細胞の蛍
光免疫染色画像の 3 次元再構築を行うと、ラット細胞内にミトコンドリア外膜が保たれた
状態の DsRed 陽性ヒトミトコンドリアが存在していることが明らかになった。さらに、共
培養後のラット細胞ではヒト由来のミトコンドリア DNA が有意に増加していた。 




ていることが明らかになった。5, 10, 20 µg/ml の DsRed 陽性単離ミトコンドリアと EMCs
の共培養を行い、イメージングサイトメーターにてミトコンドリアが移行した細胞を評価
すると、共培養を行ったミトコンドリアの量に依存して 4.3%, 18.9%, 27.6%と増加するこ








DNA 欠失細胞（ρ0 細胞）を作成し、2.5, 5, 10, 25 µg/ml の単離ミトコンドリアと 24 時
間の共培養を行った。共培養後 3 日目には 5, 10 µg/ml の、7 日目には 2.5, 5 µg/ml の単離
ミトコンドリアと共培養を行ったρ0 細胞で有意に cell viability の改善を認めた。一方 25 
µg/ml の単離ミトコンドリアや UV 照射を行った単離ミトコンドリアと共培養を行ったρ0
細胞では改善効果は認められなかった。次に細胞外フラックスアナライザーを用いて、6, 12, 
24 µg/ml の単離ミトコンドリアと共培養を行った 3 日後にρ0 細胞のミトコンドリア機能
評価を行った。12, 24 µg/ml の単離ミトコンドリアと共培養を行ったρ0 細胞では改善効果






ーでは、無処理では 24.5%の細胞に蛍光ミトコンドリアが移行していたが、EIPA 25, 50 µM
で処理を行うと、各々6.5%, 0.3%に減少した。またサイトカラシン D、ノコダゾールによ
っても細胞内に移行するミトコンドリアは減少したが、クロルプロマジンでは変化が認め








り細胞のミトコンドリア機能および cell viability が改善したこと、細胞内に移行したミト
コンドリアはマクロピノサイトーシスの阻害剤により減少したことから、現在の哺乳類細
胞にもミトコンドリアを内在化して利用できるなんらかの機構が存在しており、その機構
はマクロピノサイトーシスと共通する経路を介している可能性が示唆された。 
